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【指数法則】

　　次の計算をせよ。ただし，とする。

　    　　　　　　　　　　　　　　　   

　 
   　　　　　　　　　　　　　　　　   

　      　　　　　　　　　　　　     

　    　

２

【累乗根の性質】

　　次の計算をせよ。

　 
　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　

　 
　　　　　　　　　　　　　　


 




　 
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　






　 


３

【累乗根の計算】

　　次の式を計算せよ。

　

 


 　　　　　　　　　　　　　　　

 
 


 


 　　　

　

 


 　　　　　　　　　　　　　 

 

 




　 

 




４

【指数関数のグラフ】

　　次の関数のグラフをかけ。





 





　  　　　　　　　　　　　　　　　　


 




５

【累乗根で表された数の大小比較】

　　次のつの数の大小を不等号を用いて表せ。

　，

，


　　　　　　　　　　

　 



， 




，

６

【累乗根で表された数の大小比較】

　　次のつの数 ，

 の大小を不等号を用いて表せ。

　　　　　　　　　　　　　　

　　

７

【指数方程式】

　　次の方程式を解け。

　  　　　　　　　　　　　　　　　　  
 

 



　　　　　　　　

　 
     　

指数①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



８

【指数不等式】

　　次の不等式を解け。

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　

　
 

 








９

【指数方程式不等式】

　　次の方程式不等式を解け。

　     　　　　　　　　　　

　  ･  

　    　　

　  ･  



【指数方程式の最大最小】

　　関数       の最大値，最小値，およびそのときのの値を求めよ。

指数②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


